


　
　
　
　
　
　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
Ⅷ
発
刊
に
あ
た
っ
て
」

（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の
（
社
）
九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
組

を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
に
と
り
ま
と
め
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
土
木
遺
産
含
む
数
々
の
土
木
施
設
の
建
設
に
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
取
組
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

と
し
て
、
第
七
巻
ま
で
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
八
巻
「
高
速
道
路
時
代
へ
」
は
、
九
州
の
高
速
道
路
の
生
い
立
ち
か
ら
本
格
的
な
建
設
時
代
を
経
て
数
多
く
の
試
練
を
先
進
的
な
英
知
で
克
服
し

た
土
木
技
術
者
達
の
実
像
を
描
い
た
「
人
と
技
術
と
情
熱
の
物
語
」
で
す
。

　
編
集
に
際
し
て
は
、
戦
後
の
技
術
力
の
乏
し
か
っ
た
環
境
を
探
り
な
が
ら
、
多
彩
な
切
り
口
で
精
力
的
に
取
材
し
て
戴
い
た
筆
者
の
情
熱
が
随
所
に
感
じ
取

れ
ま
す
。
各
場
面
で
は
、
先
進
技
術
を
学
び
現
地
に
合
う
よ
う
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
高
速
道
路
造
り
に
邁
進
し
た
多
く
の
関
係
者
の
苦
労
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　
近
年
の
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
社
会
的
評
価
は
、
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
的
に
立
ち
後
れ
た
九
州
の
高
速
道
路
網
の
構
築
に

向
か
っ
て
、
脆
弱
で
厳
し
い
自
然
環
境
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
日
夜
尽
力
さ
れ
た
技
術
者
の
生
き
様
は
、
今
に
生
き
る
我
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
る
も
の

と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
履
歴
を
経
た
九
州
の
高
速
道
路
網
は
ま
だ
整
備
途
中
に
有
り
、
早
期
に
未
整
備
区
間
を
な
く
す
た
め
に
も
、
今
後
も
高
速
道
路
の
整

備
と
そ
の
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
こ
の
取
組
が
改
め
て
、
多
く
の
方
々
へ
社
会
資
本
整
備
の
重
要
度
を
認
識
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
整
備
や
維
持
管
理
に
携
わ
る
人
た
ち
の
志
を
高
め
、
若
い

土
木
技
術
者
教
育
の
啓
発
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）　
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
佐
竹
　
芳
郎
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